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大阪大学言語文化学 V01.11992

台湾における言語状況の歴史的考察

ーナショナリズムとの関連を通してー・

最近世界上民族主義的浪潮愈高漲。民族主義者都認爲勵矣是國家

政權的合法基礎,而民族固有的語言是爲了保持民族獨立的一種方法。
所以有関語言的衝突接連不断。

台湾原来除了國語以外還有其他的方言。然而光復以後國民黨大力
推行國語運動。在政府遷台後國語X有了更重要的意綻。爲使中國大陸
再處在國民黨的統治之ト',發揚中華民族文化,團粘民族感情,必須切
實推行國語。政府制訂種種辧法來禁止方言。政府在發化國家危機的
剛撲,必定加強推行國語。
但是自御＼十年代以後,方言的地位漸漸提高了。特別在文化方面
此傾向更加顕茗。比如文學・電影・歌曲等等。此五、六郁來公夕纏k
動「台獨運動」,民主進歩黨電申「台獨」。民進黨的主張中お「在1五
教育」・・項,就是此潮流的有力證明。

大随負、!記百共'匙1り齢1泉f・丁仮,い璽疋口湾在・、識lj噂止深獅肌雛史國
民主改革與民族主義運動更進展,國語和方諄的地位要發生変イ印巴!

藤井久美子一

1 はじめに

今日の台湾礼会内部には、本省人と夕陥人と1呼ばれる大きく分けて 1つの集団

がある。本省人とは台湾の祖国復帰以前から台湾に定住してぃた人々のことで、漢

民族および9部族のマライ・ポリネシア系の先住1膨モがこれに人る。漢民族はさ

らに閨南語(台湾語とも言われる)を話す閨南系と客家語を話す客家系とに分け
ることができる。'ガ、タ1名人とは祖国復帰以降に台湾に移ってきた人々のこと

で、政府の遷台に伴う劇征関係名が多い。支配名層の他に軍隊に属してぃた人々

も含まれる。人U比は本名人85 に対し夕階人は15、また本省人の内訳では、閨
南系約85 %、客家系約15 %、先住民族は2%足らず、となってぃる刀このよ

、台湾語言状況的歴史ぢ察一從民族主襲的角度一(藤井久美子)
"再語文化研究科愽士1釧1課程
1正確な数は不1羽であるが、一般的にはポ文で述べた人口比であると■えられてぃる。とい
うのも、政Hナは省籍矛盾を避けようと名籍別人口を明らかにしないという方釘をとってぃる
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うに数では閨南系本名人が最も多いが、実際に政F'fで権ノJを握っている人々の多

くは外省人である。

このことは、台湾の言語政策・言語教育にも大きく反映されている。台湾では

それぞれの集団によって言語は異なっている。斑子は遷台後も、公式な盲語とし

ては中国標準語(1回語と呼ばれる)しか認めなかった。そのため、この中国標準

語(国i副が本省人と夕階人とにとって摩擦のーつの要因ともなるのである。

台湾のナショナリズムについては、特に1980年代以降、いくつかの研究がなさ

れてぃる。日本人では、砦林正丈氏が、日本統治時代から現在までの台湾社会に

関する・・連の総合的研究を行っている。松永正義氏の文学の世界を通じたナシヨ

ナリズムの動向研究もある。台湾人の側では、戴國輝氏や王育徳氏が台湾の社会

を分析されている。しかしこれからとりあげようとする言語の問題についてはこ

れらの研究の中でも概説的にふれられているにすぎず、歴史的な変化についての

研究は乏しい。

本稿では、清朝時代から現在までのナショナリズムと言語との関係に着Hする

とともに、それぞれの時代がいかなる影響を与えているのかについても吾及した

い。中心となるのは、台湾の祖国復帰以降で、今日社会の大きな変革期を迎えっ

つぁる台湾が、この約半世紀にどのような歴史的経緯をたどってきたのかを分析

する。

台湾における言詔状洸の歴史的ぢ察

2 標準語(「国語」)と方言

本章では、台湾の言語について老える際に欠かせない概念である国語について

述べる。

中華民国ではその成立と同時に、清朝末期から問題となっていた国語統・・問題

に取り組むこととなった。建国と同時に孫中山は、「交通と言語の効用は、わが国

の地域差別をなくすだけでなく、わだかまりゃ衝突を回避し、互いに兄弟のよう

に親しくすることが出来ることにある」と述べた幻。そして建国から10年も経た

からだ。ただ、ここに政斤手関係者が述べたいくつかのデータがあるので、それを紹介してお

きたい。まずーつは、国府・前文化建設委貝会陳奇禄主任委員によるもので、「本名籍の闇南
語群 74.51%、客家語群13.19 %、山胞(先住1鳥族) 2,37 %、その他0.08 %、タ1名籍9.85
%」となってぃる。もうーつは、蕭楚喬立法委員が1988年5j1に発表したもので、「タ楮人
630万人、本省人1360万人(うち、福建井゛800余万人、客家系560 万人)、山地族(先住
民族) 40余万人」という数字である。(「中華民國總覧」 1990年版(台湾研究所) 1990年

PP.250,262
2「第五次中華民國教育年鑑」、ト冊(正中書局) 1987年 P.1228



ないうちに起こった菖文・・致運動(内話運動)を経て、北京方言を基にした国語

が出来上がっていく。当11寺日本の統治下にあった台湾とは全く1姻係のないところ

で定められた国語が、後に台湾で強力に推進されていくのである。

一方、台湾では、 B本統治時代、国語・という名でⅡ本語の普及が推し進められ

ていた。1895年以降日本の統治を受けていたことを考えれば、国語という言葉を

用いたのはq・個入陸よりも台湾が先である。そして、祖国復帰以後は同じΠ工信副

ということぱは中国標準語を指すこととなった。このように、台湾では異なる二

つの国語という概念を経験していることになる。ただ、以下では、国語は中華民

国で用いられている中国標準語を指すこととする。

中華民国では、先に述べたように孫中山や蒋介石が、言語の統、'と倒家の統

とは非常に密接な関係を持っていると考え言語を重視した。これは、1叫fの遷台

以降さらに大きな意味を持つこととなる。政府にとって台湾はいずれ中国大陸を

取り戻すための復興基地であると考えられた。なぜなら、中華文化を細兵するこ

とのできる唯一の正町な政府は中華民国吻脊.であると位置付けていたからである。

そのために、1、蛎吾政策も中華文化の伝統の保持や民族意識の高揚を目指した。今

日なお繁体字と呼ばれる中国古来の文字を用いるのも、簡体字と1呼ばれる略字体

を使っている中国大陸を意識してのことである。繁体字の知識によって文化遺産

たる古来の書物を細永しようとする意気込みからも、中華民同における言語(主

に国語)重視がうかがえる。

それでは、標準語である国語以外の「方言」田についてはどうであろうか。

語による国家統・・というぢえ方を持つ'・1嘩民国政rナは、「方言」を認めることが国

家統一の妨げになると考えているようである。「方ぎ」を認、めれば、祠じ方訴'を話

す人々の問では連帯感が強まるかも知れないが、他の人々には全く通じない「方

言」によってそれぞれの集団が孤立する恐れもある。言、語が大きく異なるだけに、

台湾において閨南語や客家語を認、めることは中国大陸からの孤立を招きかねない

と危倶しているわけである。

藤井久美子 31

3 ナショナリズムと言語との歴史的関連につぃて

この章では、ナショナリズムと言語との関係を時代順にいくつかに分けてみて

いきたい。

3台湾においては、主に閨南語、客家語、先イ主1忌族の言語がこれに含まれる。
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3.1

1683年以降台湾は清朝の統治下にあるが、実際には首都である北京からは遠く

雜れた地として政策上ほとんど重視されることはなかった。それは逆に台湾に住

む人々にとっては自由であったといえるだろう。矧主民族はかなり早くから住んで

おり、独自の生活を営んでぃた。一方、漢民族は祥沖那討tを通じて多くの移住者

があり人口は急速に増加した。清朝時代末期には省に男・格し、経滂的に豊かな社

会が形成されてぃたが、清朝時代を通してその支配はゆるやかであったので、国

語の基である北京官話が広く普及することはほとんどなかった。そのことは、次

の日本統治時代初期、1905年に行われた第・一次臨時台湾戸口羽査結果表からもわ

かる。日本統治開始後10年が経過しているとはいえ、清朝時代の様子はうかがい

知るととができる。総人口の鮎.08%を漢民族が占め、その中には 81.99 %の福

建系と 13.07%の広東系とが含まれる。この両者の間での言語の相互使用はよく

見られる現象であるが、しかし北京官話などその他の漢語(中国語)を第二言語

としてでも用いる比率は 0.1%にも満たない')。清朝時代は 200年余り続いてい

たが、この間北京官話などその他の中国語が台湾で用いられることはほとんどな

かったのである。言語を強制されることもなかった代わりに、自らのアイデンティ

ティを意識することもなかった時代である。

清朝時代(1684 ~ 1895 )

台湾における言語状況の歴史的耆察

3.2

日本による統治が始まると、日本語の普及が強力に推し進められた。日本1辧f

は台湾の人々を日本人と同じように扱うという方針をもち、天皇の臣民にすべく

取り組んだのである。そこで、日本語を習得することによって日本の伝統を知り

日本人としての魂・心をもたせようとした。しかし結果としては、日本語や大利

魂のおしつけが逆に台湾の人々の中に日本との遡打感を生じさせることになった。

そして漢民族を中心に人々は自らのアイデンティティについて考えるようになっ

た。台湾で始めてナショナリズムの運動が起こったのはこの時のことである。し

かし日本統治時代は51年問も続き、その末期にあたる 1942年当U子のU本語理解

者は60%にものぼった。とのように、台湾の人々や社会は日本の統治により非常

に大きな影粋を受けたのである。これについては次の時代でふれたいと思う。

日本統治時代(1895 ~1945)

'「第一次臨時台湾戸口調査結果衣」(船督官房臨時戸口調査音田 1908年



3.3 祖国復帰後(1945 ~)

祖倒復帰心後の台湾には、長郁にわたるH本語教介のため小1所五のできない人々
が多くいた。小・中学牛.は日本語はわかるが'1・咽語はわからず、30歳以ドの社<
人では中国語にっいては應凱Ⅱ名か文盲のごとき」であったといわれてぃる。こ
こでいうところの中1司語は、絢語はもちろんのこと台湾の人々にとっての雄芋を

も含んでいる。台湾の人々は祖岡後帰の喜びとあいまって、机作1小国の戦後再起
にその、貝として参加すべく、熱心に国語を勉強し始めた。 U本i叫の抑圧からの

開放も国語学習熱をさらに高めることになった。

政府も台湾告対策として、1946年6打に教育処から教育の机同化を1_牙巳す8
方剣を発表した。その第'はもちろん国語の普及である。これを遂行するために、
台湾名国語推村委共会が股けられ、各県市にはそれぞれ国;五推イj所がでミた。ま
た、「台湾名名県市推村同語災施那法」や「台湾名国語運動網何U が公布された。
その「台湾名国語運動綱領」易では次の6条が定められてぃる。

縢井久美子

(1)台湾語を復元し、方言との比較によって国語を学習する。

(2)文字の発音を重視して、仔L子下1(本省人の文字の発音。ロニ五とは異な
る。)」からΠ司音化司語の標準的発音)」へ代える。

(3) n本語の衣現をすっかり取り除いて、国音で直接文章を読み、文章の
復元を逹成する。

(4)品詞の対照を研究し、高語の内容を充実させて、新しい国i五を作り上
げる。

(5ン注音杓号(国音を表す補助丁・段)を利用してB獣の愆思を疎通させ、小
華文化を1敲底して究める。

(6)学習しようとする気持ちを励まし、教育効果を増進する。

33

このうち、(1)にっいては、今までに述べてきた国語普及の方針とは、・見ずれ
ているようにも見える。しかしこれも当時にあっては効果的な方法だったのであ
る0 先程来述べてきたように、祖岡復帰直後には多くの人々が母がK中倒駈の力
言)さえ失いかけていた。そこへいきなり国語をというのでは早急すぎる。そこで
まず母語を回復しそれから国語を比較学習する、という方法をとった。また、これ
には心理的な効果もあったのである。すなわち、彼らの母i五が国き五と向じく中国
語であることを認識させるととができた。そしてこれは台湾の人々にヰ;五を'甬じ

町第四次中華民國教育年鑑」ド冊(正中,打嗣 1974年 P.1185
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て彼らのアイデンティティが中国にあるとの意識を回復させるのに夜立った0 そ
の後、1946年には、ラジオによる国語教育講座も始まり国語学習の大きな助けと
なったのである。

ニハ事件~国民党政府遷台後3.4

祖国復帰以降高まりを見せてぃた台湾の人々の国語学習熱を、・'気に冷ます事
件が1947年2月28日に起きた。これが二・ニハ郭件である。嘔件の発端は、ヤ
ミタバコ摘発をめぐって・・人の若い夕陥人の警察官が・・般民衆を撃ったことによ

る。しかしこれはその後、台湾中を混乱に陥れることとなった。事件の発夕而となっ
た警察官が夕陥'人であったことから、本省人の夕陥'人に対する憎しみは志激に大
きくなってぃった。その時、本省人が夕裕人を区別し罵倒するために用いたのは
田本語であった。日本語は本来は本省人をおとしめた元凶であるはずだが、この
ときには逆に利用したのである。一方外孕1人は中国大陸での抗11戦争を通じて反

日感情をもっており、こうした本省人の村動は許すべからざるものであった0 そ
こで鎮圧のために大陸側からは軍隊まで派造された。これはますます本省人の憎
しみを深めることとなり、後々まで本省人と夕陥人との問に大きな溝を残すこと
になるのである。

政治的には、依然中華民国による統治が行われており、1948年には全ての文子
に発音を尓した国語Π報という新聞が発刊された。しかしこの年には、前年度増
加した初等教育(国語による)就学率が低下し、本省人の斑チ籬れの一端がうか
がえる。

19四年に入り、中国入陸での国民党政権(中華民国政権)の劣勢がはっきりと

してきた。そこで政打子は台湾での共産党勢力の弾圧を始め、同時にそれを利用し

て二.ニハ事件の収東を進めたのである。五打にはナ椥叢令がしかれ、この年の末

には国民党政権が正式に台湾へと遷ってくる。この一連の動きの'1・.で、政Xチの遷
台までに夕陥人は台湾に大量流人することとなった。この五年問の人口増加率は
20%以上である')。タ惜人の多くが国語を理解することを考えると、総人日中で

国語理解名の占める割合が大きくなったことは、国語による倒家統一を目指す中
華民国にとってプラスに働いたといえる。政府の国語普及政策は遷台後も変わら
ず進められていった。

台湾における言語状況の歴史的ぢ察

61946年に 609万人だった人口は、'47年一 650 万人、 48年一 680ノゴ人、 49年一 740 万人、
50年一 755 万人となり、 1946年を 100 とすると、 1950年には 124.03 の増加となる0

二



3.5

祖国復帰以降、同語汗及運動は、学牛.に対しては学校教育を通じ、村会人にっ

いては社会教育によって推し進められてきた。初等教育就学率は、50年代に既に

90%を越え、60年代に人ると俳%台にまで到逹した。また識字*'も60郁代には

70%を越えている。こうして、祖国復帰当初約半,数を占めてぃた文盲の数は確実

に減っていった。そうした中で、1959年国語普及運動の中心的役割を扣ってぃた

国語推行委員会は廃止され、名称を倒語推行指導委貝会と改めた。しかしこれは

規模も小さく、業務は教育村政機関に編入するというものであった。

このように、50年代・60年代は、厳しい政治的券山1気のもとではあったが、遷

台した1麹Jの統治が次第に硫かなものになりっつぁり、また絲済発展のための前

進が続けられていた時代である。識字率も高まって国語普及を強力に推し進める

必要はなかった。ただ、中国大陸で1967年から起こった文化大革命に反して六

湾では'・1,華文化復興運動が起きた。この時「国民牛活須気U がとり決められ、そ

の中には「公共の場所では巨恬吾を話すこと」という^1市が盛り込まれてぃる。し
かし、他には言語をめぐる特に大きな動きは見られない。

1950年代・60年代

藤井久美子

1970年代(国際連合脱退前~)3.6

言語の統'・・'と国家の統・・'との問には密接な関係があるとぢえてぃた中華民国に

とって、70年代は非常に厳しい時弐となった。国連における中岡代表権問題が大

きな動きを見せたからである。共産党政権は中華人民共利国成立Hきから代表権の

承認を斐求していたが、大きく議論されるととはなかった。ところが70年に入っ

て東・態は急、変し、71年に代表権交代反ヌ寸派のりーダー格であったアメリカ大統領

ニクソンの北京訪問が発表されると、中華民国側は・・気に不利になった。その年

10月の総会決議により代表椛は中苹人民共和国に移り、中華民倒は倒連を脱退し

た。脱退によって中華民国は世界から孤立せざるを得なくなった。まして、アメ

り力は台湾の戦後復興において財政的にも大きな役割を果たしてぃたので、その
痛手は非常に大きかった。

こうした時にあたり、60年代末からの中華文化復興運動とあいまって再び注Π

されたのは国語の推行である。共産党政権を敵として全ての人々が自ら努力する

ことを希望し、民族思想を激励して愛国心を強めるために、国語推行の重叟性が

名界から唱えられた。まず1970年に砂川強推行国語辧UU が出された。さらに

1973年に行政院は「国語推行繊法」を決定したのである。14条からなるこの法律

35
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の中では、倒語の普及のため4寺に往片符牙の使用にっいて規定されている。また、

子供や広く・般の人々が{、1にするであろうものにっいては口語文を川いることを

原則としてぃる。翌74仟.には「台湾名冬県市加強推h圃語教育改進饗点」が公布

実施された。この他にもΠ11地平地化」として、先住民族など山地に住む人々に

対しての国語教育の推行も電視された刀。こうした一連の国誹薪新iの動きはまた
マス.メディアにおける方盲の市Ⅲ製田ともなって現れている。

このように、政Hイは国評Hこよって台湾の社会を結東させようとした。しかし、

こうした動きは、また'方でナショナリズムの芽を人々の心に杣えっけることと
もなったのである。国連の代衣権を失い国際的に孤立したことで、人々は今まで

以_上に台湾は中国を代表する唯・の正統な醐:1であると意識するようになったに

ちがいない。さらには、1970年末に起きた「釣魚台列島防衛運動」(中匪1領の傑

釡運動)も、70年代後半に向けてナショナリズムの運動を準備することとなった。

70年代前半.には、台湾は中国の・・部であり、台湾に住む人々は巾国人である、と

いう考え力がまだ上流だったのである。

しかしながら、70年代も後半に人ると、前半・で台湾というものをはっきりと見

つめ心す機会を得た台湾の人々は、次第に現災の姿にΠを向けるようになっていっ

た。それは国民党に対する社会変革要求となり、また、文学の世界では、りアリ

ズム文学の主張にっながる郷士文学論争を巻き起こした田。そして、社会変革斐

求は1979年太に・・・つの大きな事件へと発展していくのである。

台湾における江語状況の雁史的名樂

3.7 1970年代末~ 1980年代

政府は常に、国語の推行によって国家としてのまとまりを保とうとし、また台

湾においては特に中国を象徴するものとして国語を位置付けてきた。そこで、今

までにも見てきたように、中国を強く意識するときには必ず国語が持ち1.Ⅱされて

くるのである。

7山地に住む人々に対しては、根強く残っていた日本語を牛乳こ禁止している。
81976年に公布'された「広播電視法」・「広播竃視法施行鷲韻山の中で、/j酉による放送はラ
ジオで45 %、テレビでは30 %までに佑Ⅲ恨されている。

9郷士文学論争tは、台湾の現実を直視し、その変革に関わろうとする文学的志向をもっ左
派と、それを偏狭な地域主義であり、また共産党下の労農兵'文学を密翰人するものであると
して攻撃する右派との論争のことである。この論争を通じて、台湾文学とは台湾の現尖を描
くりアリズム文学であることが上張された。(松永正義「文学から見た80年代の台湾」、「い

まアジアを考える IV 」三名堂選書 1986年 PP.141-142.)



70年代後半に起こってきた社会変革饗求は、1977年、すでにつの大きな嚇件

を引き起こしている。ヰ辻歴事件と呼ばれるもので、桃陶県長選挙に際し、臣IN党

の不正に怒った多数の民衆が暴動を起こした。灰圃民党勢力はこれによって力を

得、1979郁に「美麗島」誌を創刊した。その雑誌社の支社での集会における治安

当局との衝突を[_1実に、 1979年12 打、1丈ヌ寸劣リJへの弾圧が行われた。これが商

雄事件(美脆局郭件)である。これによって多くの指導名が逮姉され、反岡民党

勢力は大きな打堺を被った。こうした蝉1・Uばこの後80年代半・ばまで続いていく。

'々斤、fは、やはりこの11村野、国語強化の政策をliつている。まず、 1979年教台部

に国詔文教育推進委於会を成立させた。教育の力血から国語を推打しようとする

もので、国内の高語学名を集めて委貝会を開いている。そして翌80年にはそれを

受けて国語推村委貝会が回復設置された。

しかしながら、'処1チの動きとはうらはらに、 80年代になるとナショナリズムの

運動ははっきりと貝に見える形で現れてきた。台湾を中1司から切り航し独自のも

のとしてぢえるのである。こうした傾向は、70年代りアリズムで・政していた文

学の世界にも入ってきた。

80年代の台湾文学は、ナショナリズムが分裂する形で二つの力'向性を}丁つにい

たったといわれている卯)。・・・つは第三世界文学論である。これは台湾文学をルK

第三世界文学の中に位鎧付けるものであり、中国については仏統あるいは理念と

して典らの中に含める。・・・方、もう・・つが台湾本上化文学市倫(台湾意需齢兪)であ

る。既に中国文学から切り離されて久しい台湾文学の固有竹に着Hし、独貞の文

学を目指してぃる。現笑に民を向けるので、中国についても実体として捉える。そ

して、この台湾独自の文学を目指す上でつ大きな問題となるのが、台湾語(閻

南語)の表記である。台湾語は今1_ぱで政府佐y均機関)によって帯記'語化さ

れたことがないため、碓立した表記方法を持たない。私的にはいくつもぢ案され

てぃるが、統一されてはいないのである。これは文学の領域にとどまらず、広く

社会・般で台湾語による衣記を遅らせる原因となっている。

藤井久美f 37

3.8 1987年戒厳令解除以降

70年代に始まった社会変革要求は、80年代になって民主化要求という形ではっ

きりと現れてきた。19四年5月にしかれたj佼厳令はその後台湾の社会の様々な側

10松永前掲書、 PP 148-152
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面に規制を加え、民モ化を限んできたが、19釘年7打にいたりょうやく解除され

た。これに件い社会の変化のスビードはさらに・凧速まったのである。

非合法のうちにネ'成されていた野党「民主進歩党」も、このHJようやく正式に

承認、された。1司民党が夕陥'人を中心とするのに対し、民主進歩党は本省人、特に

閨南系本省人を中心とする。第・一章で述べたように閨南系本名人は台湾社会で最

も大きな集団である。また反国民党勢力としての歴史も長いため、野党としては

最初から比較的大きな力を持っていた。言語問題で注Hすべきは、党の「行動網

領」Ⅱ)である。

台湾における苫語状況の歴史的考察

133.まず優先的に幼稚園、小学校から、二1諾剖并用教育システムを振興し、

台湾の各民族の言語および文化の健全な発展を促進する。

139.方言によるテレビ、ラジオ放送の時間制限に反ヌ寸する。

以上2項からもわかるようにこの民主進歩党は台湾社会における方言の地位向

上をうたっている。祖国復帰以降これまで、本省人にとって母語はプライベート

な言語ではあってもオフィシャルな言語ではなかった。それを公共の場にもち出

そうとしている。尖際、1989年笑施の複数政党による初の自由選挙では、民主進

歩党の候補は閨南語で選挙演説を行い、最大の集団の票を獲得しょうとした。こ

れに対'しては、一部の国民党候補も同じく閏南語で支持を訴えかけたが、こうし

たことは国語による統治を目指してきた国民党内部にも変化が生じてきているこ

とを示している。

また、学者の立場からも二言語(国語と方詩)併用教育の提案がなされるよう

になりル)、・・・剖怖';諸'によっても方言というものが前而に押し出されてくるよう

になったのである。

そもそも国語普及運動というのは、遷台してきた中華民国政斤チが台湾の中国化

を目指しで進めてきたものである。小華文化を継承し、いずれは中国大陸を統・・・

するためのものだった。しかし40年以上の歳打を経て、台湾は独白の道を歩み始

め、現在、中蓮民国のt着化・台湾化が起こっている。これは台湾の独立問題と

は別に自然の成り村きともいえるだろう。したがって、言語がまた上着化・台湾

11吉田勝次編著「唆!n樹台湾民主進歩党爆発する台湾人パワー」(社会評論社)1990年
P.258

謡鄭良倬氏(ハワイ大学東アジア苫語系教授)や林玉体氏(台湾師純大学教育系教授)らに
よって提案されている。



化の方向をたどるのも当然かもしれない。

台湾の人々の身近にある文化の中では、先に述べた文学以外にも蔀語状況の変

化は見られる。例えば映画には、台湾ニューシネマと1呼ばれる新しい動きがある。

これまでは、1971年にできた「奨励優良国語影片辧法」によって岡語映画が奨励

されてぃた。しかし、80年代に入ると閥南語や客家語を使った映画のq・.で高い評

価を得るものがでてきたのである玲)。また、今までは台湾語の歌といえば民謡の

ようなものばかりだったのが、現在は若名向けの台湾語歌謡曲ができて流村して

いる、という。これも歌というものが台湾化し、今までのように広く中国人全体

を対象とするのではなく、台湾の人々のために作られるようになってきたあらわ

れといえよう。

藤井久災f

3.9 1990年代に入ってから

方言は次第に公共の場での地位を確固たるものとして築いてきた。しかし、政

府は依然として国語普及の推進という基本的姿勢は崩していない。先に述べられ

た二言1削并用教育に対してもその対応ば慎重である。これは、方言の認知は台湾

の独立につながるとして強い}懸念を抱いているからである。

国語教育を通じて国語の普及を大きく推し進めてきた醐何にとって、_二i希訓并

用教育の提案は政策をキ則氏からゆるがすものともなり得る。そこで、1990年5打

の教育部占函では次のような力'剣'が発表された。

39

世牙L各国を見渡しても、それぞれ国家を代表する共同の片語があ

る。醐'fは各地の力酉に対して、決して禁止しているわけではなく、

人々はそれらを日常生活の中で学ぶことができる。ただ、義務教育

(国民教育)の段階においては、国民に共通の文化と言語の基礎を築

くことが重要であり、小,孕校の教師は国語を使って授業することとす

る。方言に貝叩末のある生徒は課外時間を利用して学べばよい。

しかし、翌 6月には、専.門家による「本士語菖教育問題第・・'次学衡検討会」が

開催されたH)。70年代りアリズム文学の先駆者の,・人であるイ乍家の黄春明氏が

13例えば、侯孝賢監督作",「悲惰城市」は、1989年ヴェネチア国際映画祭で金獅了・賞グラ
ンプリを受賞した。
14存山末吉「台湾におけるバイリンガル教育の黎明」(「j」剖言ゞ剖 8打号、大櫛官ιT店、1991

年、 PP.70-75.)
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召集人となったが、 7臼治体政府'との共同主催である点に注目すべきである。

同年9河には、課外活動として災験的にではあるが、台北市の小学校で初の台

湾語印釦椛剖の授業「学説台語」が開始された。タ峪人の多い地区ではあった

が関心は非常に高かった。また、宜蘭県では、1991年3月から小1から小2まで

の全ての生徒を対象に、週・・・・回の閨南語の授業がスタートしてぃる。

台湾における片語状況の歴史的考察

4 結語

今日、台湾の社会はそのスビードをはやめて変化している。すでに机同復帰後

45年あまりが過ぎ、中同大陸からは分断された形で独自の歴史を作り Nデてきた。

そうした中で、社会が内ずと上着化・台湾化してきたことは肉然の成り行きと言

えよう。これまでは私的な場でしか用いられなかった方苫であるが、今後はそれ

も士着の言語としてその地位を高めていくことだろう。

今日の世界情勢の中では、ナショナリズムに果たす言語の役割は非常に大きい

とされている。したがって、台湾でも今後台湾の人々の母語がどういう扱いを受

けるのかは、ナシヨナリズムの方向性に少なからざる影料をり.えるだろう。そし

てそれはまた、台湾の人々のアイデンティティについて考えることともなる今

後とも更に考察すべき問題を含みっっ、台湾の社会は変化を続けてぃる。
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